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 今日で１学期が終わり、明日から夏休みに入ります。前号で紹介した「夏休みの過

ごし方」（①受験モードに切り替えよう②時間の使い方をよく考えよう③弱点補強は

余裕のある今のうちに取り組もう④説明会、体験入学は積極的に参加しよう⑤入試の

出題傾向や出題形式は早めに確かめよう）を参考に、有意義な夏休みを過ごしてほし

いと思います。 

 

 １５日（金）の４時間目、学年のまとめ集会がありました。そこで私から進路関係

の話をさせていただきました。話した内容は２点です。１つ目は「とにかく頑張れ」

ということ、２つ目は「この夏休み中に自分が行きたいと思える高校を見つけよう」

ということでした。 

１つ目について、私の経験談ですが、中学３年生を受け持つと「もっと勉強してお

けばよかった」という声が必ず聞こえてきます。そうした先輩たちの教訓を心に留め

ておきましょう。また、学校という場から離れると様々な誘惑が皆さんを待ち構えて

いると思います。そうした誘惑に流されないように、そして今まで以上に勉強に励み

ましょうという意味を込めて「とにかく頑張れ」と伝えました。 

２つ目について、「自分の行きたいと思える高校」とはどういった高校なのか、よく 

考えてみてください。公立・私立・通信制・専門学校など、高校と言っても様々な種 

類があります。そして選ぶ理由には「将来的に大学へ進学したい」「部活動をさらにが 

んばりたい」「専門的な知識をもっと身に付けたい」など、こちらも様々だと思います。 

夏休みを利用して、保護者の方ともよく話し合い、「自分の行きたいと思える高校」を

見つけてください。受験生の皆さん、後悔のない夏休みを！ 

 

埼玉県では例年、「彩の国ボランティア体験プロ

グラム」を実施しています。様々な形のボランテ

ィアがあり、それぞれ参加者を募集しています。

「ボランティア活動」は受験に際し高校に送付す

る「調査書」にも記載することができ、高校によ

りますが、プラスの評価になる場合があります。

また、ボランティア活動を通して地域に参加する

ことで、新しい発見や学びがあるかもしれません。

「誰かのために力になりたい」「新しいことにチ

ャレンジしてみたい」といった気持ちがある人は、

取り組んでみてはどうでしょうか。 

参加を希望する人は、夏休み中の三者面談で担任

の先生か学年の先生に申し出てください。 

 

 

 

①７月１５日（金）、埼玉県教育委員会のＨＰに「令和 5

年度埼玉県公立高等学校入学者選抜における各高等学校

の選抜基準」が掲載され、埼玉県公立高校の基準が示され

ました。以下の URL からご覧になれます。 

https://www.pref.saitama.lg.jp/f2208/r5senbatsu-kijun.html 

②埼玉県立総合教育センターＨＰにも埼玉県公立高校の

情報が掲載中です。上記の埼玉県教委ＨＰとリンクする部

分もあります。「令和４年度学校説明会（令和５年度入試

向け）」の日程一覧表が掲載され、以下の URL から入り、

学校説明会のページで確認できます。 

https://www.center.spec.ed.jp/nyuushi 

③「母子及び父子並びに寡婦福祉資金貸付制度のご案内」が学校に届いています。 

母子または父子家庭、並びに寡婦の方を対象とした必要な資金の貸付けを申請できる

制度です。所得制限といった制限事項がいくつかありますので、検討される場合には

まず学校にご相談ください。 
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